
   

加古川市平和祈念展の開催について 
 

１ 概 要 
広く市民が平和について考えていただく機会とするため、令和４年度も「加古川

市平和祈念展」を実施します。 

平和関係資料の展示や、平和作文コンクール入賞者の表彰式を行うほか、戦争犠

牲者を追悼するための献花台も設けます。 

（１）日  時  令和４年11月19日(土) 10時から16時まで  

（２）場  所  加古川市民会館（ホワイエ、中ホール 及び 大会議室） 

（３）展示内容等 

① 平和作文コンクール表彰式（大会議室、10時開始） 

・小・中学生から募集した平和に関する作文の優秀作を表彰する。 

② 展示エリア（ホワイエ） 

    ・加古川飛行場パネル展 

    ・平和学習パネル展 「被爆体験証言者と高校生との共同制作による原爆の絵」 

「広島を知ろう！８月６日、きのこ雲の下で」 

「サダコと折り鶴」 

      ・広島・長崎原爆被爆写真パネル展 

      ・平和学習教材「つるにのって とも子の冒険」の放映 

・平和作文コンクール 令和４年度入賞作品の掲示       ほか 

③ 献花エリア（中ホール） 

・祭壇を設置し、戦没者へのメッセージを掲げる。 

※ 各展示エリアに設置しているシールを全て集めた方には、記念品（タオル等）

をお渡しする予定です。  
２ 周知方法 
・広報かこがわ11月号 及び 市ホームページに掲載 

・加古川市民会館イベントガイド「かこパル」・イベントカレンダーに掲載 

・公民館等の市内施設に、ポスター掲示 及び チラシの配架 

・小学４年生から中学３年生までの児童生徒に、学校を通じてチラシを配布 

・戦没者遺族会に、チラシを配布 

・「平和祈念講演会(10/22)」参加申込者のうち希望者に、チラシを送付  
３ その他 
（１）消毒剤の設置やマスク着用の徹底、可能な限りの換気、状況により入場制限

を行うなど、必要な感染症対策を行います。 

（２）加古川飛行場パネル展では、尾上公民館で開始する常設展示「加古川(尾上)

飛行場からのメッセージ」の展示内容から、一部を追加して展示します。 

なお、10月22日(土)に、尾上公民館常設展示の開始を記念して「平和祈念講

演会」を開催します。 

令 和 ４ 年 1 0 月 1 9 日 
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平和関係資料の展示と戦争犠牲者追悼の献花会場から成るイベントとなっています。 
平和について改めて考えていただくひとときになればと思いますので、是非お気軽に 
お立ち寄りください。なお、各展示コーナーに設置しているシールを全て集めた方には 
記念品をお渡しさせていただきます。 

加古川市 平和祈念展 令和４年度 

上記の展示のほかにも、次の展示・映像放映もしています。   ●サダコと折り鶴ポスター   ●被爆体験証言者と高校生との共同制作による原爆の絵 
●令和４年度平和作文コンクール入賞作品   ●広島平和の親子バスツアー感想文集    ●平和学習教材「つるにのってーとも子の冒険ー」の放映   

加古川市内には、今でもたくさんの 
戦争史跡が残されています。  
このマップは、戦争があったことを 
身近に感じ、平和の尊さを考える 
機会となるよう願いを込めて作成 
しました。展示会場でお配りして 
いるマップをお持ち帰りいただき、実際に訪れてみて

はいかがでしょうか。お子様にもわかりやすい資料

となっています。 
また、マップに載っていないその他の戦争史跡に関

する情報をお持ちの方は、加古川市総務課までご

連絡ください。 
 

かこがわ平和探検マップ 

 「加古川飛行場パネル展」 
～知覧に残された特攻隊員最期の言葉～  
昔、加古川にも飛行場があったことを知っていますか。 
特攻隊員の真の姿やその思いに触れたことはありますか。  
このコーナーでは、加古川飛行場を記録する会の上谷氏 
（写真：右下）所有の貴重な資料や、知覧特攻平和会館  （南九州市）所有のパネルを展示してい 
ます。親から飛び立つ子へあてた手紙

や、戦闘服に身を包み微笑む少年の姿

に 、私たちは何を思うでしょ うか 。 
二度とこの悲劇を繰り返さぬために、 
大切な人を思いながら、ゆっくりとご覧い

ただけたらと思います。 

「広島を知ろう！  
８月６日、きのこ雲の下で」 

広島に落とされた一発の原子爆弾がも

たらした影響とはどのようなものだったの

でしょうか。小・中学生など若い世代へ

向けたわかりやすい内容の展示です。 
次世代を担う子どもたちへ戦争の恐ろし

さや平和の尊さを伝える機会が減ってい

る今、親子で語らいながらご覧ください。 
 

 

広島・長崎原爆被爆 
写真パネル展 

焼けただれた皮膚。 
がれきの山となった町。 
黒焦げになって横たわる人の体。  
日常が一瞬にして壊れてしまったあの日の

光景は、皆さんの目にどのようにうつるの

でしょうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※このチラシに掲載されたイラスト及び写真の複写及び転載を禁止します。 作画：服部 武司 氏 

提供：上谷 昭夫 氏 

提供：上谷 昭夫 氏 

提供：上谷 昭夫 氏 

提供：鶴林寺 

【問合せ先】 

加古川市 総務課 

電話番号：079-427-9135 

展示製作：加古川市 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しゅ 

 

 

 

 

 

 

  

            

 

 

 

 

 

●ファックス送信用申込書●  FAX番号 ：079-424-1375 

お名前  電話番号      -     - 

ご住所 

〒    -     

 

★令和４年９月６日（火）からお申込みいただけます★ 

①インターネット（URL：https://www.city.kakogawa.lg.jp/cgi-bin/inquiry.php/255） 

②電話の場合：電話番号 079-427-9135（土日祝を除く 8：30～17：15） 

③ファックスの場合：下の申込書に記入し、送信してください。 

※このイラストの複写及び転載を禁止します。 

主催：加古川市・尾上公民館運営管理委員会 

作画：服部 武司 氏 

・問合せ 
・申込先 
加古川市 
総務課 

●11/19（土）市民会館で開催予定の「加古川市平和祈

念展」への案内の送付を希望しますか。（いずれかに〇） 

   希望します    希望しません  

 

QR コード
はこちら↓ 


